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バクテリオファージMuは収縮性尾部を持つMyoviridaeに属していて幅広い腸内細菌を宿主として感

染する溶原性のファージである。ネガティブ染色による電子顕微鏡写真からは、正二十面体の頭部、収

縮性の尾部、頭部と尾部をつなぐネック、尾部の先端の基盤および尾繊維といった構造が確認できる。

我々はこの Mu ファージ形態形成機構、感染における宿主認識などを構造的に理解するために、Mu フ

ァージのサブユニットやそれらの複合体の構造解析を行ってきた。平成30年度は決定できていないgp49

のＮ端側 1-138 部分の発現と精製、基盤複合体の精製、尾部複合体の精製、ネック構造体の精製を結晶

の作製と構造解析を目標に調製した。構造未決定の gp49のＮ端側 1-138部分と基盤複合体は組換え体で

調製ができるようになり、結晶化の条件検討を開始した。尾部複合体は頭部欠損 Mu ファージの溶原菌

の溶菌液から回収することができた。頭部と尾部を繋ぐネックは他のファージとの比較から、これまで

に構造決定された gp36は頭部の gp29と複合体を形成すると予想されたので、gp36と gp29の複合体の

精製を試みた。サブユニット単体としては gp36と gp29は高い精製で調製できたが、複合体や結晶を得

ることはできなかった。 

 Muファージは幅広い宿主細菌に感染するために、異なる宿主菌を認識できる２種類の尾繊維をもって

いる。昨年度までに本拠点事業によって、２種類の尾繊維のうちの１つである gp49とそのシャペロンで

ある gp50の複合体の構造解析を終えていた。しかし、gp50の C 末端側ドメイン(94-117)の構造は明ら

かになっていなかった。そこで全長の gp50の X 線結晶構造を決定するため、gp50の精製および結晶化

条件の最適化を行った。また、重原子置換法により位相を決定するため、Se-Met 標識 gp50の精製およ

び結晶化を行った。尾繊維のシャペロンとして働く gp50については、結晶を得てＸ線解析を行うことが

できた。その結果、結晶系は P6122、格子定数は a=101Å、b=101Å、c=775Åと得られた。しかしなが

ら得られた回折データの分解能は 5Å程度であり、詳細な構造を得ることはできなかった。今後は他のサ

ブユニットやサブユニット複合体と同様に、結晶化条件の検討を行い、構造決定につなげていく予定で

ある。 

 


